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　　１　　

＜別　表＞

＜表　－　１＞設計用標準水平震度

上層階・屋上及び塔屋

間中 階

地 下 階 ・ 階

設置場所

耐　　　震　　　安　　　全　　　性　　　の　　　分　　　類

・特定施設　（　・　甲類　・　乙類） ・一般の施設（乙類）

重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

２．０

（２．０）

＜２．０＞

１．５

（１．５）

＜１．５＞

１．０

（１．０）

（２．０）

（１．５）

（１．０）

＜１．０＞

１．５

＜１．５＞

１．０

＜１．０＞

０．６

（２．０）

（１．５）

（１．０）

＜１．０＞

１．５

＜１．５＞

１．０

＜１．０＞

０．６

１．０

（１．５）

＜１．０＞

０．６

（１．０）

＜０．６＞

０．４

（０．６）

＜０．６＞

2-1.2.2

2-1.2.2

＜１．５＞

2-2.5.16

2-2.7.2

2-4.2.1

　６．耐震措置　

　　　・盛土

　５．埋め戻し土

　４．絶縁継手

　３．埋設配管の表示

　２．管の埋設　

2-2.7.1

3-2.1.1

空気調和設備工事仕様書 章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項 根拠貢

共通仕様

・「新潟市機械設備工事共通図」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「市共通図」）

　　による。

２．標仕及び改修標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

（１）　「契約書」を工事請負約款（以下「約款」）」に読み替える。

（２）　「監督職員」を「監督員」に読み替える。

３．次の各号に該当する項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（１）及び（19）

（２）　　　〃　　　　１．４．２　機材の品質等の　（ａ）及び（ｃ）

（３）　　　〃　　　　１．４．５　機材の検査等の　（ａ）

（４）　　　〃　　　　１．６．１　工事検査の　　　（ｂ）及び（ｄ）　　　

４．標仕の次の項目の規定は適用しない。

（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（20）

（２）　　　〃　　　　１．６．２　技術検査

号 項　　　目 置　き　換　え　後　の　共　通　仕　様　の　規　定

第１編　一般共通事項

第１章　一般事項

１．１．２１．１．２

用語の定義

（１）

（２）

（３）

（４）

１．４．２

機材の品質等

１．４．５

機材の検査等

１．６．１

工事検査

（19）「工事検査」とは、約款に規定する次の各事項の確認をするために発注者又は検査職員

       が行う検査をいい、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

　①　工事の完成（約款第３２条）

　②　部分払の請求に係る出来形部分または部分払指定工事材料等（約款第３８条）

　③　部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第３９条）

　④　契約の解除時における出来形部分（約款第４７条）

  ⑤　必要があると認めたときの臨時検査（約款第４８条）

（ａ）工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

　　　又、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）」

　　　（契約時の最新版）の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の

　　　製品とする。

　　　ただし、仮設に使用する機材は新品でなくてもよい。

（ｃ）使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を監督員に提出する。

　　　ただし、設計図書によりＪＩＳ、ＪＡＳ又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」によると指定

　　　された機材で、ＪＩＳマーク、ＪＡＳマーク又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」に適合

　　　することを示す認証機関のマークのある機材を使用する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合

　　　（次の（１）から（３）のいずれかに該当する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなすことが

　　　できる。）は、資料の提出を省略することができる。

　　（１）　建築基準法その他に基づく認定品で、マーク等の確認ができる機材

　　（２）　建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿に記載されている機材

　　　　　　又は製造所の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

　　（３）　特記により指定された機材または製造者の製品

（ａ）現場に搬入した機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合

　　　若しくは次の（１）または（２）に該当する場合は、この限りでない。

　　　　　に適合することを示す認証機関のマークを確認できる場合。

　　　　　を証明するマーク等を確認できる場合。

（ｂ）約款に規定する部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法について監督員の指示

　　　を受けるものとし、当該請求部分に係る工事について、（ａ）の（２）及び（３）の要件を満たすものとする。

（ｄ）（ａ）から（ｃ）の通知又は請求に基づく検査、並びに約款に規定されている臨時検査・契約が解除された

　　　　場合の検査は、発注者から通知された検査日に検査を受ける。

工　　事　　特　　記　　仕　　様　　書

　工事概要

１．　工事名称

２．　工事場所

３．　建物概要

４．　指定部分　　　※無　　　・有（工期　　　　　平成　　年　　　　月　　　日）

          対象部分　：

５．　概成工期　　　※無　　　・有（工期          平成　　年        月      日）

  （３）根拠項目の「ａ－ｂ．ｃ．ｄ」は標仕の第ａ編ｂ章ｃ節ｄ項を表す。

  （２）○印のない場合は、※印のあるものを適用する。　　○印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。特記事項も同様に○印のついたものを適用する。

凡例

消防令別表第一延べ面積（㎡）階　　数構　　造 備　　　考建　　物　　名　　称
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事
　
　
　
項

２
　
　
共
　
　
通
　
　
工
　
　
事
　
　（

　
　
配
　
　
管
　
　
工
　
　
事
　
　
等
　
　）

　１．足場・桟橋等

　２．監督員事務所等　

　３．監督員用備品等

　４．工事名称表示板　

　５．工事用水　

　６．工事用電力　

※　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で定置する。

※　設けない。

・　設ける。（仮設事務所の中に監督員用スペースを　　㎡程度確保する。）

監督員用備品として下記のものを工事期間中に常備する。

・　雨具　　　　　着　　　　　　・長靴　　　　　足　　　　　　　　　・安全帯　　　　　組

※　設ける。　　　　　　　　　　　　・　設けない。

現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置は、あらかじめ監督員の承諾を受け、

※　異形鉄筋（　※　Ａ種　　・　Ｂ種）（　※　ＳＤ２９５Ａ　　・　ＳＤ３４５）

・　丸鋼　　（　※　Ａ種　　・　Ｂ種）

粗骨材　　　※　砂利　　・　砕石　　・　砂利と砕石の混合（　　　／Ｗｔ以下）

細骨材　　　※　洗砂

普通コンクリート　　※　レデイーミクストコンクリート（　※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類）

設計基準強度（Ｎ／ｍｍ　）　　　　　スランプ１８ｃｍ以下

強度試験　　　※　省略する　　・　実施する（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器は標仕第２編１．２．１項を適用する。ただし、下記の機器の規格は製造者の標準品としてよい。

機器（　　※　換気扇　　※　圧力扇　　　）

（１）機器類の能力、容量は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

（３）参考図の寸法は概略寸法とする。

※５０　Ｈｚ　　　　

既存コンクリート床、壁等の配管貫通の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。

（　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

スリーブ、箱入れなど他工事との取合いは別紙「工事区分表」によるものとし、

施工に支障をきたさない時期までに必要な大きさ、位置などを関係者と調整する。

各機器の仕様は（　　・　国土交通省　　・　メーカー標準　　・　　　　　　　）とする

　18．他工事との取合い　

　17．天井仕上区分

　16．はつり

　15．電線類　

　14．電源周波数　

　13．容量等の表示

　12．電動機　

　11．コンクリート工事　

　10．鉄筋工事

　９．地業工事　

　８．残土処理　

　７．仮設建物等　

保温厚さ（　ｍｍ　） 施工範囲

１．保温筒　

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

４．ステンレス鋼板　

　ロックウール

材料及び施工順序

１５Ａ　　～　　２５Ａ　　　　５０　ｍｍ

３２Ａ　　～　２００Ａ　　　　４０　ｍｍ

・　温水管

・　冷水管

・　冷温水管

・　膨張管

2-4.1.1

2-4.2.1

2-4.3.1

2-4.4.1

2-4.4.1

2-1.2.1

2-3.1.4標仕第２編３．１．４項によるほか下記による。

４
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温
　
　
・
　
塗
　
　
装
　
　
及
　
　
び
　
　
防
　
　
錆
　
　
工
　
　
事
　

３
 
 
 
 
共
　
　
通
　
　
工
　
　
事
　（

　
関
　
　
連
　
　
工
　
　
事
　
　
等
　）

　19．機器の仕様　

　１．保温　

　１．配管工事　

　　（建物導入部）

　　（非破壊検査）

（１）標仕による。

（４）溶接部の非破壊検査（適用と検査の種類は下記による。）

　　　油管、低圧蒸気管、冷却水管、冷温水管　　　※適用しない　・適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）

　　　高圧蒸気管　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない　※適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）　　　　　　

　　　高温水管　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない　※適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）

　　　屋内の床下地中埋設配管は床配筋より吊金物で支持する。（市共通図参照）

・地中埋設標　　　（・要　（・図示の箇所）　　・不要）

・埋設表示テープ　（・要　（・図示の箇所）　　・不要）

（１）設計用水平地震力

　　　機器の重量（Ｎ）に設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

重要機器

重要水槽

（２）設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（注）　　　１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　　　　２．＜　　＞内の数値は水槽類に適用する。

　　　　　　３．上層階の定義は、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　　　　　　　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階。

　７．制御及び操作盤　

　８．インバーター用制御　

　　　及び操作盤 　　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記の機器は標仕第２編１．２．２．２項を適用する。

　　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

追加する接点及び端子は機器表による。

1-1.1.4

1-1.3.9

１２．施工図等の取扱い　

１１．案内板　 機器等の取扱方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室内に設ける。

（大きさの目安は８００ｍｍ×５００ｍｍ）

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　１．工事実績情報の登録

　２．発生材の処理等　　 建築廃材処理計画書を監督員に提出する。

別紙施工条件総括表による。

　３．主任技術者等の資格 主任技術者

　・資格の区分Ⅰ

　　　（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」）のうち、

　　　　　　１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

　　　（ロ）技術士（機械部門（選択科目を「流体工学」、「熱工学」とするものに限る。）、上下水道部門、

　　　　　　衛生工学部門、総合技術監理部門（選択科目を「流体工学」、「熱工学」又は上下水道部門、

　　　　　　若しくは衛生工学部門に係るものに限る。）に合格した者）「技術士法施工規則の一部を改正

　　　　　　する省令（平成15年文部科学省令第36号）」による改正前の技術士（機械部門（選択科目を

　官公署届出書類　　　　　　　　　　　　１部

提出部数は、下記による。

　竣工写真（Ａ４版）　　　　　　　　　　２部　　　　工事施工状況写真　　　　　　　　１部

工事完了後、整理の上監督員に提出する。

・実施する。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・おく　　　　　　　　　　　　　　　　　※おかない

　　　　を有する者を専任で設置しなければならない。

　　　　下請契約の額が３，０００万円以上となる場合には、管工事に係る監理技術者資格者証

監理技術者

　　　（ニ）資格の区分Ⅰの資格を有する者。

　　　（ハ）水道法による給水装置工事主任技術者。ただし、実務経験を１年以上とする。

　　　　　　ただし、２級資格者は合格後の実務経験を３年以上とする。

　　　　　　配管（建設配管作業）の資格を有する者。

　　　（ロ）職業能力開発促進法による技術検定のうち１級又は２級の冷凍空気調和機器施工もしくは

　　　（イ）技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

　・資格の区分Ⅱ

　　　　　　「流体機械」、「冷暖房及び冷凍機械」とするものに限る。）水道部門又は衛生工学部門又は

　　　　　　総合技術監理部門（選択科目を「流体機械」、「冷暖房及び冷凍機械」又は水道部門若しくは

　　　　　　衛生工学部門に係るものとするものに限る。）に合格した者。）

１０．完成時の提出図書　

　９．工事写真等　

　８．見本施工　

　７．技能士の適用　

　６．機材の検査及び試験　

　　　届出手続き等　

　５．官公署その他への

　４．電気保安技術者　

1-1.7.2

1-1.3.2

1-1.4.6

1-1.5.2

1-1.5.4

（３）建物導入部配管　　※標準図（・ａ　・ｂ　※ｃ）　　・図示による

・　室内気流及び塵埃の測定　　　・　騒音の測定　　　・　初期運転状態の記録

・　水量調整　　　・　風量調整　　　・　室内外空気の温湿度測定　20．総合調整

管の埋設深さは、原則として鋼管３００ｍｍ以上、樹脂管は（・３００　　※６００）ｍｍ以上とする。

ただし、排水管は除く。

別紙特記仕様書による。

工事の着手、施工、完成に当たり関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等は

受注者が遅滞なく行う。

検査及び試験を行うべき機材は、標仕による。

・配管施工（建築配管作業）　　　　　　・建築板金（ダクト板金作業）

・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）　　　・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

・「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成２５年版」（以下「標仕」　　）

１．本共通仕様及び特記仕様に記載されてなき事項は、次による。

・「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）平成２５年版」（以下「標準図」　）

（１）「監督員」とは、約款第１０条の規定により受注者に通知された者をいう。

　　（１）しゅん工検査時または工事写真でＪＩＳ、ＪＡＳ及び「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」

　　（２）建築基準法その他の認定品と指定された材料で、しゅん工検査時または工事写真で品質、性能

　保守に関する指導案内書　　　　　　　　１部　　　　機器性能試験成績書　　　　　　　１部

（２）呼び径６０Ｓｕ以下のステンレス鋼管のメカニカル形管継手は、

　　　ステンレス協会規格（ＳＡＳ３２２）の性能基準を満足するものとする。

2-2.1.2

2-2.1.1

　　（屋内床下

　　　地中埋設配管）

（５）屋内床下地中埋設配管のつり金物

・設置する。　　　（異種管接続部および図示の箇所）

設備機器の固定は下記に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版」による。

（監修：国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人　建築研究所)

下記の機器は標仕第２編１．２．２．１項を適用し、表２．１．６、表２．１．７、表２．１．８による。　

2-4.1.1

2-4.1.1

・　保護帽子　　　ヶ　　　　　　・安全靴　　　　足

構内既存の施設　　　　　・　利用できる。　（　・　有償　・　無償）　　　　　※利用できない。

構内既存の施設　　　　　・　利用できる。　（　・　有償　・　無償）　　　　　※利用できない。

すべて受注者の負担とする。

砂利地業　　　砂利種別（　※　再生クラッシャラン　　・　切込砂利　　　　・　切込砕石）　　　

　　　１８　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　２１　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　２４　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　２７　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電線及びケーブルの規格は、標仕第４編１．５．１表４．１．１１による。

　屋外露出配管の保温仕様

ダクト

外気 (OA)

給気 (SA)

還気 (RA)

排気 (EA) ※　要　　・　不要

・　要　　※　不要

※　要　　・　不要

※　要　　・　不要

保　温　の　適　用 厚　　　さ 範　　　囲

※　全て

※　全て

※　全て

※　外壁から１ｍ

ただし、換気モード自己判定機能付の場合は、全熱交換機から室内側のダクトは保温しない。

下記のダクトは標仕第２編表２．３．２により保温を行う。 2-3.1.4

2-3.1.4標仕第２編表２．３．２による。

適　　　用

※　する　　・　しない

区　　　　　　　　分

サプライチャンバー

吹出口ボックス

Ｍ，（イ）or（ロ），Ⅸ

消　温　種　別

　２．消音

下記の金属電線管、鋼製架台及び支持金物は塗装を行う。

　　　屋外露出（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記の亜鉛めっきを施した配管は塗装を行う。

　　　・機械室　　　・電気室　　　・自家発電室　　　・ＥＶ機械室

2-3.2.1　３．塗装

屋内部分　　　※　塗装　　・　溶融亜鉛めっき（２種３５）　　　　４．鋼材工事の防錆　

地中埋設鋼管類の防食措置は標仕第２編２．７．３による。

下記の部分の防食材はプラスチックテープ１／２重ね１回巻とする。

2-2.7.3

※　ペトロラタム系　　　　・ブチルゴム系（市共通図参照）

※　コンクリート内埋設及び貫通部　　※　鋼管支持部（市共通図参照）

（　※　屋外　　※　多湿部　　※　ピット内　　※　土間配管支持部　　・　その他（　　　　　　　））

以下に示す箇所の支持金物はステンレス製とする。　６．支持金物

　　　防食材

　５．地中配管等の　

屋外部分　　　・ステンレス製　　※　溶融亜鉛めっき（　※　２種３５　　・　２種５０　）とする。

2-4.6.2

　施工図の提出（ＣＡＤデータ）　　　　　１部

排水管の下端１００ｍｍは山砂の類とする。）　　　　・すべて山砂の類で行う。　　　・市共通図による。

・　構内指示の場所に敷均し　　　・　構内指示の場所に堆積　　　・構外搬出適切処理

建物内の空気抜き管の保温は標仕第２編３．１．４の膨張管の項による。

ヒートポンプエアコンのドレン管の保温は標仕第２編３．１．５の排水及び通気管の項による。

断熱材被覆銅管の保温厚は「機械設備工事監理指針」の表３．１．５による

　　・冷媒管保温化粧ケース　（・　塩ビ製　　・　　　　　　　　　　）

レタンチャンバー Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

※　する　　・　しない消音チャンバー・消音エルボ Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

吸込口ボックス

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

※　する　　・　しない

・　する　　※　しない

・　する　　※　しない

　　・屋内露出管の保温で合成樹脂カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所

　　・共同溝の保温（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　・　図示による　　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

※掘削土の良質土。（ただし、給水管、消火管、液化石油ガス管の上下１００ｍｍ、

　完成図の提出（ＣＡＤデータ）　　　　　１部　　　　Ａ３縮小製本　　　　　　　　　　３部

 図　　名

 年 月 日  縮　　尺  図面番号

 工 事 名

㈱鈴木設計企画

管理建築士 一級建築士登録 第84168号　鈴木 正二
新潟市建築部公共建築第１課

2015.10 No Scale

空気調和設備工事仕様書（１）

 新潟市西区大野町 地内

黒埼出張所 S造 3 15項

M-01

1,993.57

黒埼出張所改修空気調和設備工事

 黒埼出張所改修空気調和設備工事



　　　　　

吐出ダクト、レタンダクト、

外気取入ダクト及びレタンチャンバー

外気取入ダクト及びレタンチャンバー
温風暖房機

空気調和機

(ﾊﾟｯｹｰｼﾞ系を含む)

※

※
サプライチャンバー、レタンチャンバーダクト

冷温水ヘッダー
（往）及び各返り管

（ ・ 各送り管   ・ 各返り管 ）　　　　　

※

空気調和機
※

温水発生機

ボイラー

熱交換器 ※※

※

※

※ ・  固定型    ※  着脱型

※

吸収冷温水器
※※

※ ・  固定型    ※  着脱型

冷凍機
※ ※

※ ・  固定型    ※  着脱型

瞬
間
流
量
計

温
 
度
 
計

圧
 
力
 
計

計     器

機　器　名 部　　　　位 備　　考

冷水管及び冷却水管    （出入口側）

冷水管及び冷却水管    （出口側）

冷温水管及び冷却水管  （出入口側）

冷温水管及び冷却水管  （出口側）

温水管     （入口側）

温水管     （出入口側）
温水管     （入口側）

冷温水管   （出入口側）

冷温水管   （出口又は入口側）

冷温水管   （出入口側）

※

※

５
　
　
　
空
　
　
　
気
　
　
　
調
　
　
　
和
　
　
　
設
　
　
　
備

５
　
　
　
空
　
　
　
気
　
　
　
調
　
　
　
和
　
　
　
設
　
　
　
備

６
　
 
換
　
 
　
気
　
 
　
設
 
　
　
備

７
 
排
 
煙
 
設
 
備

８
自
動
制
御

９
　
追
　
加
　
特
　
記
　
事
　
項

　５．煙道等　

　６．ファンコイル

　    ユニットの廻りの弁

　７．放熱器付属品

　８．ダクト

　９．ダクトの工法

　　温度計は工業用バイメタル式温度計とし、目盛板外径は１００ｍｍとする。（ボイラー、貯湯タンクを除く）

　　圧力計は標準仕様書第２編２．３．１による。（目盛板外径は１００ｍｍ、コック・赤針付とする）

　　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。なお、着脱型の指示部は下記を標準とする。

　　　・  ２０Ａ～４０Ａ用　　　個　  ・  ５０Ａ～１００Ａ用　　　個　 ・  １２５Ａ～２５０Ａ用　　　個

※  設ける。（測定口は径８０φとし、取付け部は煙道の直線部とする。）

・  設けない

煙突（ ・ 本工事　  ※  別途（建築工事））

煙道（ ※ 本工事　鋼板の厚さ（ ※ ３．２ｍｍ  ・ ４．５ｍｍ）　 ・ 別途工事 ）

・  流量調整弁　・  定流量弁

温水用には温水用放熱器弁及びレタ－ンコックを取付ける。コンベクター及び

※  低圧ダクト　　　　・  高圧１ダクト　　・  高圧２ダクト

※  コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

（ ※ 共板フランジ工法　 ・ スライドオンフランジ工法 ）　

・  アングルフランジ工法（長辺の長さが１，５００ｍｍを超えるダクト）

　１．空気調和方式

      等の防振基礎

　１．ダクト

　２．ダクトの工法

　１．ダクト

　２．排煙口の形式

　４．排煙風量測定

　５．たわみ継手

　３．排煙口手動開放装置

　１．中央監視制御

　２．中央監視制御装置

      の構成・機能

・ あり（詳細は図参照）　 ・ なし　　　　　

※ 図示による。

※ 図示による。

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

・ ワイヤー式   ・ 電気式（遠隔操作　 ・ 要　 ・ 不要 ）

・ 天井取付け（ ・ スリット形　 ・ スイング形 ） ・ 壁取付け（ ・ スリット形　・　　　　　）

空気調和設備の当該項目による。

・ 厨房系統　 ・ 浴室系統（シャワー室、脱衣室を含む）

※　低圧ダクト　 ・ 高圧１ダクト　 ・ 高圧２ダクト

※　コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

（ ※ 共板フランジ工法 　・ スライドオンフランジ工法）

・  アングルフランジ工法（長辺の長さが１，５００ｍｍを超えるダクト）

下記の部分は標仕第３編表３．２．２よりも１番手厚いものを使用する。

範囲（ ・ 厨房用排気ダクト　　・　　　　　　　　　　　　　）

※　亜鉛鉄板

・  ステンレス鋼板    （ ・ Ａ工法　 ・ Ｂ工法 ）（　　　　　　　　　　　　　　　）系統

・  硬質塩化ビニル板  （ ・ Ａ工法　 ・ Ｂ工法 ）（　　　　　　　　　　　　　　　）系統

・  塩ビ被覆鋼板（ 膜圧 ※　０．２ｍｍ　・　　　ｍｍ　)　(　　　　　 　　　　　　）系統

空気調和設備の当該項目による。

　３．ダクトの材質

管の接合は、溶接接合とし、下記の部分については、ねじ接合とする。

箇所（　　　　　　　　　　　　　）

試験は空気圧試験とし、最大常用圧力の１．５倍の圧力とする。なお、試験結果のチャートを提出する。

・ 給油ポンプ制御　 ・ 満油警報　 ・ 遠隔警報　 ・ 電磁弁制御

・ 返油ポンプ制御　 ・ 減油警報

下記の機器は防振基礎とする。

　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防振材の種類及び振動絶縁効率

（１）地下オイルタンク　　　※　タンク室設置　 ・ タンク室なし

　　　漏えい検査管口用ボックス（ ※ 取付ける 　・ 取付けない ）

　　　遠隔油量指示計　　指示ユニット（ ※ 屋内側取付け　 　・ 油槽側取付け ）

　　　　　　　　　　　　屋外警報ブザー（ ・ 取付ける（ブザーボックス付）　 ・ 取付けない ）

（２）オイルサービスタンク

※ 本質安全防爆形ＳＵＳフロート　　 ・ 標準油入り防爆形フロートスイッチ

制御盤には下記の端子を設ける。（フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。）

3-2.2.6

3-1.15.5

ベースボードヒーター用の弁及びトラップは（ ※ 内蔵　 ・ 露出）とする。

　４．ばいじん量測定口　 3-1.1.9

3-1.1.9

3-1.7.3

3-1.10.8

3-1.10.10

3-1.10.9

3-1.15.10

・　ゴム　　　　　　　　　　

振動の伝播を防ぐ必要のある場合のつり金物は下記による。

計器類取付け一覧表

取付け箇所は下記による。

・  空調機出口チャンバーの分岐ダクト

・  図示の位置　 ・  外気取入れダクト　 ・  送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

（１）内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸を示す。

（２）空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー

（３）外気に面するガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の

      滞留のないように施工する。

下記の使用区分のダンパーは耐塩害仕様とする。

使用区分（ ※ ＯＡダクト　 ・ ＳＡダクト　 ・ ＲＡダクト　・　　　　）

耐塩害仕様　　ダンパー軸（ステンレス棒鋼）軸受（テフロン製）

標仕第３編１．１５．８項による他、下記による。

（１）自動閉鎖機構はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とし、自動復帰機構

      は電動式とする。定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

（２）煙感知器、連動制御機器及び配管配線（煙感知器から連動設備制御機器を

      経て防煙ダンパーに至るまで）は（ ・ 本工事   ※ 別途工事）とする。

（３）防煙ダンパーの復帰は（ ※ 遠隔復帰式   ・ 手動復帰式）とする。

※  遠隔復帰式   ・ 手動復帰式　　　　　　　

＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

下記の用途（管種別）の弁はそれぞれの規格を適用する。

用  途　（　管　種　別　） 規　　　　　　格

3-1.15.8

3-1.15.6

取付け個数は標仕第３編表３．２．１９による。

3-2.2.7

3-1.14.5

      及び風道系で消音、内貼したチャンバーには点検口を設ける。

      点検口の大きさは図示による。

　　　モーターダンパー

　　　ポリ粉体ライニング

　　　鋼管の接合

管の接合は、下記による。また、ねじ接合部には管端防食継手を使用する。

※  呼径８０以下は、ねじ接合、１００以上は（  ※フランジ接合   ・ ハウジング接合）とする。

    フランジ接合の場合はフランジ付管（直管及び継手）を使用する。

2-2.5.1

取付け部は下表による。

　　　ジョイント

鋼管用　（※  ベローズ形　 ・  スリーブ形）

銅管用　（※  ベローズ形　 ）

・  ベローズ形（ ・ 水用　 ・ 油用  ）　 ・ 合成ゴム製（水用）

・　ベローズ形　　・　合成ゴム製

吹出口及び吸込口ボックスの接続用として使用してもよい。

3-2.2.1

3-1.14.2

3-2.2.5　11．フレキシブルダクト

　13．風量測定口　

　14．チャンバー

　15．風量調整ダンパー

　16．防煙ダンパー　

　17．ピストンダンパー

　18．配管材料

　19．塩ビライニング・　

　20．弁

　21．伸縮管継手　

　22．防振継手　

　23．フレキシブル

　24．計器類　

※　アルミニウム製　 ・ 鋼板製 3-1.15.1　12．吹出口及び吸込口　

3-2.2.2

　25．送風機、ポンフ゜

　26．つり金物　

　10．ダクトの材質 ※亜鉛鉄板　　

3-2.2.2

吹出口及び吸込口ボックスの接続用として使用してもよい。　４．フレキシブルダクト 3-2.2.5

　５．風量測定口

　７．排気ダクトのシール

　６．チャンバー

3-2.2.1

3-2.2.1

※ アングルフランジ工法　（ ※ 亜鉛鉄板製　 ・ 普通鋼板製（板厚１．６ｍｍ以上））

１．負担金の支払い区分 本工事に含まない。

２．排出ガス対策型 別紙特記仕様書による。

　　建設機械

３．シックハウス対策 別紙特記仕様書による。

　　について

４．室内空気調査 別紙特記仕様書による。

　　について

５．アスベスト対策 別紙特記仕様書による。

　　について

６．アスベスト含有機器 アスベスト含有機器及び資材についての調査は、協議による。

　　及び資材について

下記の機器据付に使用するアンカーボルト等は耐震計算を行い選定する。

　　について

７．建築設備の耐震計算

　・　ダクト方式（ ・ 定風量　　・　変風量　）　　　　　

　・  ファンコイルユニット　

　・　輻射方式

　・　ガスヒートポンプエアコン（ＧＨＰ）　

　３．ばい煙濃度計 ※  設ける。 3-1.1.10

系統 系統 系統系統

室　　　内

乾球温度 相対温度 乾球温度 相対温度 乾球温度 相対温度 乾球温度 相対温度 乾球温度 相対温度

冬　　期

区　　　分
外　　気

　２．設計温湿度条件

　・　ファンコンベクター

　・　ＦＦ温風暖房　（・ガス　・灯油）

　・　床暖房　　（　・　温水床暖房　　・　電気床暖房　）

　・　全熱交換器

　・　ヒートポンプエアコン（ＥＨＰ）　　　

・  接合は、ねじ接合とする。

防振吊金物

施　工　範　囲

※ ※ ※シングル

ダブル

・ダクト　・冷却水管　・冷温水管　・温水管　　　　　　

・  スプリング　（効率 ※ ８０％以上　　・　　　　％以上）　　　　　　　　　　

室名

　27．油槽用付属金物等

　28．油面制御装置　

　29．油配管

　30．油配管の試験

2-2.6.3

 　　　            ・  (              )

　　　油槽ふた    ※  標準図機材１（ ※　ＷＰＭ－ＡＷ　　　　　・ ＷＰＭ－ＤＷ　）による。

3-1.13.7

3-1.13.8

      油面計　    ※ ガラス管式（流出防止形）　　・ ゲ－ジ式（側圧式）　   　　　

＜表　－　２＞使用配管材料一覧表

【冷温水及び冷却水管】

水道用硬質塩化

ビニルライニング鋼管

水道用ポリエチレン

粉体ライニング鋼管

白管JIS G 3452

JWWA K 116

JWWA K 132

SGP-VA

SGP-PA

○ ○

○

○

□圧縮・プレス　□拡管式　

名　　　称 番　　　号 備　　　考

規　　　　　　　　　　　　　格

備　　考（接合工法）

冷
　
温
　
水
　
管

冷
　
却
　
水
　
管

給
　
気
　
管

還
　
　
　
管

一
　
　
　
般

暗
　
渠
　
内

地
 
中
 
埋
 
設

冷
　
媒
　
管

ド
 
レ
 ン
 
排
 
水
 管

補
　
給
　
水
　
管

空
　
気
　
抜
　
管

膨
　
張
　
管

蒸 気 管 油 　 管

用　途　・　種　別　・　施　工　部　位

□ハウジング゛　□溶接　

□ハウジング゛　□フランジ

□ハウジング゛　□フランジ

【蒸気管及び油管】

一般配管用
JIS G 3448 SUS304 ○ ○ □ハウジング　　□溶接

配管用炭素鋼鋼管
□ねじ　　　　　

□ねじ　　　　　

□ねじ　　　　　

ステンレス鋼鋼管

９
　
追
　
加
　
特
　
記
　
事
　
項

８．天井吊機器の振れ止め

　　について

　　使用時の弁類仕様

　　　　　　　

５０ＳＵ以下　　　

　ボール弁　（※青銅ボール弁　１０Ｋ　　・一般配管用ステンレス鋼ボール弁　１０Ｋ　）

　逆止弁　　（※ 青銅逆止弁（スイング）１０Ｋ　　・一般配管用ステンレス鋼逆止弁　１０Ｋ　）

　Ｙ形ストレーナー　（※ 青銅Ｙ形ストレ－ナ　１０Ｋ　　・ステンレス鋼Ｙ形ストレーナ　１０Ｋ）

６０ＳＵ以上　　　

　バタフライ弁　（※ ステンレス鋼バタフライ弁（ウエハ－）１０Ｋ　　

　　　　　　　　　・　ライニングバタフライ弁　（ウエハー・鋳鉄）　１０Ｋ　）

　逆止弁　　　　（※ ステンレス鋼逆止弁（スイング）１０Ｋ

　　　　　　　　　・　ライニング逆止弁　（スイング）１０Ｋ　）

　Ｙ形ストレーナー（※ ステンレス鋼Ｙ形ストレ－ナ　１０Ｋ

　　　　　　　　　　・　ライニングＹ形ストレーナ　１０Ｋ　）

　　について

　 について

ドレンアップ機能付の室内機については、機器動作及び配管機能試験を行うこととし、

事前に施工計画書を提出するものとする。

撤去機器の冷媒にフロン類が使用されている場合は、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）および

フロン回収・破壊法（特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律）に基づき、

適正に処理すること。

別紙施工条件総括表による。

９．ステンレス管

10．ドレンポンプ試験

11．フロン類の処理に

12．その他

□フランジ

JIS G 3452

JIS G 3454

黒管

STPG　370

黒管Sch40

□ねじ　□溶接　

□ねじ　□溶接　

□圧縮・プレス　□拡管式　

○ ○

○ ○圧力配管用炭素鋼鋼管

〃

PLS

PLP

□ねじ　　

□溶接　

○ ○

○

【冷媒管】

　　　　保温厚８ｍｍとする。
 　 ※  液管で呼び径９．５φ以下は

断熱材被覆銅管

○JIS G 3452

VP

白管

ポリエチレン被覆鋼管

【空調用ドレン排水管】

□ハウジング゛　□溶接　

JIS K 6741

○JIS G 3448 SUS304　
一般配管用

□ハウジング　　□溶接

配管用炭素鋼鋼管

配管用炭素鋼鋼管
□ねじ　　　　　

【補給水管】

○
二層管

排水・通気用耐火

水道用硬質塩化

ビニルライニング鋼管

水道用ポリエチレン

粉体ライニング鋼管

JWWA K 116

JWWA K 132

○

○

【空気抜き管】

○JIS G 3452 白管

【膨張管】

JIS G 3452 白管 ○

（注）●印及び■印を適用する。

□フランジ　□ハウジング

□フランジ　□ハウジング

□ハウジング　□溶接　

□ハウジング　□溶接　

SGP-PB

SGP-VB
□ねじ　　　

□ねじ　　　

□ねじ　　　　

□ねじ　　　

配管用炭素鋼鋼管

配管用炭素鋼鋼管

□圧縮・プレス　□拡管式　

JIS G 3448 SUS304　
一般配管用

□ハウジング　　□溶接○

硬質ポリ塩化ビニル管

JCDA　0009

JIS G 3469

〃

ステンレス鋼鋼管

ステンレス鋼鋼管

□フランジ

□フランジ

白管JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管 ○
□ねじ

　　　：□保温厚２０ｍｍ以上

　　　：□保温厚１０ｍｍ以上

ＪＩＳ又はＪＶ（ ※　０．９８ＭＰａ　　　・　０．４９ＭＰａ（図示部分））

標仕により規定された、天井吊形の機器は振れ止めを施すこと。

　仕切弁　　（※ 青銅仕切弁 　　・一般配管用ステンレス鋼仕切弁　１０Ｋ　　）

　　　　・　冷媒の種類　　※　Ｒ－４１０Ａ　　※　Ｒ－３２　    ・  Ｒ－４０７Ｃ 

　　　　・　冷媒の種類　　※　Ｒ－４１０Ａ　　・　Ｒ－３２　    ・  Ｒ－４０７Ｃ 

□接着

夏　　期

●

ガス管：■保温厚２０ｍｍ以上

液　管：■保温厚１０ｍｍ以上

●
■接着

　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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34.3℃

-0.8℃

56.0％

62.0％

一般

28.0℃ 成行

成行

M-02

20.0℃

　　　　　GHP基礎
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新潟 亀田 内野線

黒埼支所

鈴
木
医
院

木
滑
屋
商
店

伸
学

舎
大

野
校

至白根

至新潟

国
道

８
号

線

新潟市大野町2843-1

M-03

案内図・配置図・仮設計画図

内　　　容

躯体の設備用貫通スリーブ又は箱入れ

スリーブ及び箱入れの穴埋め補修

縦樋配管及び第一桝までの配管接続

屋外機器設置の基礎工事一式

機器設備のアンカー取り付け及び穴埋め補修

ダクトシャフト・パイプシャフト等の点検口及び扉

各設備の為の床・壁・天井の点検口

壁・天井の下地切込補強

壁・天井の仕上材切込

設備機器類の墨出し・取付け

流し台・吊戸棚・水切棚等

化粧鏡類

機器の遮音・防音・防振工事

汚水桝・雨水桝及び屋外の配管

敷地外の本管との配管接続

上水道・下水道・ガスの引込工事負担金

電力引込工事負担金

消火器

消火器収納箱

集中監視制御装置

敷地内の雨水配管及び雨水桝

昇降機乗場敷居取付用下地工事

鉄骨造階昇降機内ビーム・ファスナー取付け

鉄骨造昇降機三方枠及びインジケーター取付下地

同上の穴埋め

昇降機械室トロリービーム及びフックの設置

昇降路内仮設足場

自動ドアー制御盤及び２次側配線

上記の電源供給

工事中の近隣電波障害対策

工　事　区　分　表

備　　　考
建

築

電

気

空

調

衛

生

昇

降

機

ガ

ス

別

途

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○注）○注）○注）

○

注）特記あるもののみ

注）特記あるもののみ

建築主負担○

建築主負担○

○ 建築主負担

上水道○

○ 上水道・下水道

○○

○

○ ○ ○

○○○○

○

○

○

○ ○ ○

○注）

○○

○ ○ ○ ○ ○

注）昇降機関連のみ

注）特記あるもののみ

○○○○○注）

屋根付

屋根付

X11

X1

40000

Y3

Y2

Y1

3000

1450
0

3850

2000

7280

18200 14560 350

 既Ｗ造2階建　

倉庫,コピー室棟

駐車場 8台駐車場 4台

自転車置場

自転車置場

駐車場 7台

身障者用駐車場

市道　黒埼1-126
号線

道路幅員9,000

出入口
市道　大野町木場線

市道　黒埼1-14
1号線

市道　大野町木場線

市道　黒埼1-140号線

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

枠組本足場(手摺先行工法)W10,800×H8,500程度

枠組本足場(手摺先行工法)W14,400×H8,500程度

枠組本足場(手摺先行工法)W9,000×H8,500程度

Ｎ

枠組本足場(手摺先行工法)W23,400×H5,400程度

隣
地
境
界
線

道路境界線
道路境界線

排水路

解体撤去建物

改 修 建 物

（S造3階建）　

隣地境界線

用 水 路

用 水 路
道

路
境

界
線

黒埼出張所改修空気調和設備工事
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機器表　新設

記　号 名　　　称 仕　　　　　　　様

(室外機)

(室内機)1-1

1

台数 相 電圧 消費電力

ＫＷＶφ

設置場所 備　考

1 3 200 屋外×1

1 200

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

CK-4
2

電源（50Hz）

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

 基礎は別途建築工事
GHP

11.2
冷房能力：11.2kW　暖房能力：12.5kW　ドレンアップ組込

0.19

1階 ﾎｰﾙ×1

天井カセット４方向型

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

1階 EVﾎｰﾙ×1

71.0

機器表　撤去

記　号 名　　　　　称

「撤去」

仕　　　　　　　　　様 台数

1

設　置　場　所 備　　　考

T1

「撤去」

1

T1

「撤去」

1

「撤去」

1

T1

T1

BR
冷温水発生器 二重効用式　50USRT 1階 機械室×1

排気ファン 980m3/h×0.2kW

CT
冷却塔 超低騒音型

冷却能力 363kW

屋外  重量：495kg

PCD
冷却水ポンプ 1階 機械室×1  参考重量：112kg

 0.73×0.34×0.36H

PCH
冷温水ポンプ

100φ×800L/min×14.5ｍ×3φ200V×3.7kW

片吸込渦巻型

ライン型

65φ×460L/min×25ｍ×3φ200V×3.7kW

1階 機械室×1

「撤去」

1

T1

1階 機械室×1
ET

膨張タンク 密閉式ダイヤフラム方式

容量 174L

「撤去」
T1

ACU
天井埋込型

冷房能力 8.6kW　暖房能力 11.0kW

3

「撤去」
ACU

天井埋込型

T2
冷房能力 12.0kW　暖房能力 10.9kW

ﾕﾆｯﾄ型空調機

ﾕﾆｯﾄ型空調機 2階 講堂×1

「撤去」
ACU

天井埋込型ﾕﾆｯﾄ型空調機 2階 講堂×1

T3
冷房能力 17.0kW　暖房能力 16.0kW

1

1

「撤去」
ACU

ﾕﾆｯﾄ型空調機

T4

床置型

冷房能力 32.6kW　暖房能力 23.3kW

2 3階 事務室×2

「撤去」
FCU

T1

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 床置露出型

冷房能力 3.3kW　暖房能力 4.2kW

3階 休憩室×11

「撤去」
FCU

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

T2

床置隠蔽型

冷房能力 4.4kW　暖房能力 5.2kW

3階 会議室-1×3

3階 会議室-2×3

6

「撤去」
FCU

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

T3

天井ｶｾｯﾄ型

冷房能力 3.5kW　暖房能力 4.1kW

2階 202会議室×22

「撤去」
FCU

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 天井ｶｾｯﾄ型 2

T4
冷房能力 5.2kW　暖房能力 5.8kW

2階 201会議室×2

「撤去」
FCU

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 2

T5

天井埋込型

冷房能力 4.4kW　暖房能力 5.2kW

2階 喫煙室×2

2階 書庫×3

冷暖房設備　機器表（撤去・新設）

No Scale M-04

 1.75×1.40×1.75H

 重量：2,500kg

冷却能力 176kW　暖房能力 211kW　都市ガス 13A

(室内機)

1 200ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

(室内機)

1 200ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

2

(室内機)

1 200ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

CK-4

9.0

天井カセット４方向型

冷房能力：9.0kW　暖房能力：10.0kW

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

2階 待合・情報ｺｰﾅｰ

　　　　　　　 ×2

3階 共用会議室-1×1

3

CK-4

4.5

0.10

天井カセット４方向型

冷房能力：4.5kW　暖房能力：5.0kW　ドレンアップ組込

0.05 3階 共用会議室-2×2

2.2
(室内機)

1 200

冷房能力：2.2kW　暖房能力：2.5kW　ドレンアップ組込

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

CK-2
天井カセット２方向型 0.08 3階 ﾎｰﾙ×22

CK-4

2.8

天井カセット４方向型

冷房能力：2.8kW　暖房能力：3.2kW　ドレンアップ組込

0.041 3階 ﾎｰﾙ×1

(室外機)

(室内機)

(室内機)

1 3 200 屋外×1

1 200

1 200

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

CK-4
ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

(室内機)

1 200ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

 基礎は別途建築工事
GHP

天井カセット４方向型

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

2

85.0

2-1

7.1
冷房能力：7.1kW　暖房能力：8.0kW　ドレンアップ組込

0.07

CK-2
2-2

2.8

天井カセット２方向型

冷房能力：2.8kW　暖房能力：3.2kW

1 0.09 2階 相談・打合せ室(1)

　　　　　　　 ×1

CK-2
2-3

2.2

天井カセット２方向型

冷房能力：2.2kW　暖房能力：2.5kW　ドレンアップ組込

1 0.08

　　　　　　　 ×1

2階 相談・打合せ室(2)

1-2

1-3

1-4

1-5

「撤去」
ACP

T1

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 壁掛型

冷房能力 2.2kW　暖房能力 2.5kW

1 1階 ホール×1

(階段下小部屋)

 基礎・架台撤去は建築工事

 基礎撤去は建築工事

 基礎撤去は建築工事

付属品：標準付属品、防雪ﾈｯﾄ(SUS)

付属品：標準付属品、防雪ﾈｯﾄ(SUS)

黒埼出張所改修空気調和設備工事

(室外機)

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ
GHP
3

(室内機)

1 200
CK-4

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 天井カセット４方向型

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン
7.1

冷房能力：7.1kW　暖房能力：8.0kW　ドレンアップ組込

0.07

3-1

(室内機)

1 200
CK-4

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 天井カセット４方向型

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

2-4

5.6
冷房能力：5.6kW　暖房能力：6.3kW　ドレンアップ組込

4 0.06 2階 講堂×4

2階 黒埼出張所×88

3階 まちづくりｾﾝﾀｰ

　　事務所×1

(室内機)

1 200ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン

0.04天井カセット１方向型

冷房能力：2.2kW　暖房能力：2.5kW　ドレンアップ組込

3階 相談・打合せ室

　　　　　　　 ×1

3階 休憩室×1

2

3-2

1 2001 1階 宿直室×1

付属品：標準フィルタ、ドレンアップキット、ワイヤードリモコン

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

(業務用ｼﾝｸﾞﾙ)
ACP

3.6

壁掛型　耐塩害仕様

冷房能力：3.6kW　暖房能力：4.0kW

1.07

4

(室内機)

1 200
CK-4

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 天井カセット４方向型

付属品：標準フィルタ、化粧パネル、ワイヤードリモコン
5.6

冷房能力：5.6kW　暖房能力：6.3kW　ドレンアップ組込

0.06

3-3

3階 西部地域下水道10

　　事務所×10

1

　　　　壁掛架台(溶融亜鉛めっき)

2.2

71.0

1 3 200 屋外×1  基礎は別途建築工事

付属品：標準付属品、防雪ﾈｯﾄ(SUS)

冷房能力：71.0kW　暖房能力：80.0kW　ガス種：13A　ガス消費量：53.7kW

冷房能力：71.0kW　暖房能力：80.0kW　ガス種：13A　ガス消費量：53.7kW

冷房能力：85.0kW　暖房能力：95.0kW　ガス種：13A　ガス消費量：66.3kW

1.57

1.93

1.57

CK-1

冷暖切替型(マルチ)　標準タイプ　エグゼアⅡ　耐塩害仕様

冷暖切替型(マルチ)　標準タイプ　エグゼアⅡ　耐塩害仕様

冷暖切替型(マルチ)　標準タイプ　エグゼアⅡ　耐塩害仕様

　(株)コロナ製
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冷暖房設備　１階平面図（配管）（改修前）

M-05

R
6.4φ/9.5φ

配管切断ｷｬｯﾌﾟ止め

T1

BR

T1

CT

T1

PCD

T1

PCH

T1

ET

凡　例

摘　要シンボル

撤去配管（太線）
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冷暖房設備　１階平面図（配管）（改修後）
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機器表　新設

記　号 名　　　称 仕　　　　　　　様 台数 相 電圧 消費電力

ＫＷＶφ

設置場所 備　考

電源（50Hz）

1

HEU

HEU

2

HEU

3
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機器表　撤去

記　号 名　　　　　称

「撤去」

仕　　　　　　　　　様 台数 設　置　場　所 備　　　考

T1

「撤去」

「撤去」

1

「撤去」

「撤去」
T1

「撤去」

天井埋込型

「撤去」

天井埋込型

「撤去」

天井埋込型

「撤去」

「撤去」

1

「撤去」

「撤去」

機器表　新設

記　号 名　　　称 仕　　　　　　　様 台数 相 電圧 消費電力

ＫＷＶφ

設置場所 備　考

電源（50Hz）

HEU
空調用換気扇

250φ×500m3/h

HEU

T2

天井埋込型 2 2階 202会議室×1

3階 会議室-2×1

5 3階 事務室×4

3階 会議室-1×1

HEU

空調用換気扇

空調用換気扇

天井埋込型

天井埋込型

250φ×800m3/h

250φ×1000m3/h

2階 講堂×1

T3

HEU

T4

空調用換気扇 天井カセット型

200φ×460m3/h

5 2階 書庫×2

2階 201会議室×1

FV
換気扇 天井埋込型

100φ×120m3/h

3 1階 身障者WC×1

2階 女子ﾛｯｶｰ室×1

2階 書庫×1

FV

T2

換気扇

150φ×240m3/h

1 2階 男子ﾛｯｶｰ室×1

FV

T3

換気扇

150φ×410m3/h

1階 保管庫×1

2階 書庫×2

T4

FV
換気扇

3

150φ×500m3/h

2 2階 湯沸室×1

3階 湯沸室×1

FV

T5

換気扇 天井埋込型

150φ×600m3/h

1 2階 喫煙室×1

FV

T6

換気扇 壁付

200φ×540m3/h

3階 書庫×1

FV

T7

換気扇 有圧換気扇

300φ×1680m3/h

1 1階 機械室×1

FV

T8

有圧換気扇

400φ×3600m3/h

5 1階 公用車駐車場×5

「撤去」
FV

T9

換気扇

換気扇 中間取付型ダクトファン

150φ×250m3/h

4 2階 男子WC×1

2階 女子子WC×1

3階 男子WC×1

3階 女子子WC×1

HEU

4

HEU

5

HEU

6

VC-1 深型フード 100φ　SUS製　防鳥網付　指定色焼付塗装

深型フードVC-2

VC-3

VC-4

深型フード

深型フード

深型フードVC-5

深型フードVC-6

深型フードVC-7

150φ　SUS製　防鳥網付　指定色焼付塗装

150φ　SUS製　防鳥網付　FD付　指定色焼付塗装

200φ　SUS製　防鳥網付　指定色焼付塗装

200φ　SUS製　防鳥網付　FD付　指定色焼付塗装

250φ　SUS製　防鳥網付　指定色焼付塗装

250φ　SUS製　防鳥網付　FD付　指定色焼付塗装

2

8

換気設備　機器表（撤去・新設）

No Scale M-16

5

2階 ﾎｰﾙ×2

1

(24H換気)

100 0.19 2階 黒埼出張所×4

設備へ支給

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気

(24H換気)

1 100

設備へ支給

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気2階 相談・打合せ室(1)×1

2階 相談・打合せ室(2)×124時間換気風量(弱運転)：9m3/h

8

3階 西部地域下水道

　　事務所×4

24時間換気風量(弱運転)：78m3/h

12

(24H換気)

全熱交換ユニット

24時間換気風量(弱運転)：48m3/h

0.50 2階 講堂×2

設備へ支給

天井埋込ダクト型　250φ×860m3/h×85Pa 100 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気

3階 相談・打合せ室×1

3

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ、化粧パネル

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ

11

(24H換気)

全熱交換ユニット

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ

24時間換気風量(弱運転)：26m3/h

3階 共用会議室-1×1

設備へ支給

100 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気天井埋込ダクト型　200φ×480m3/h×110Pa 0.26

1

(24H換気)

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ

24時間換気風量(弱運転)：32m3/h

1 3階 共用会議室-2×1

設備へ支給

1

(24H換気)

1 100

設備へ支給　　事務室×1

100天井埋込ダクト型　200φ×570m3/h×125Pa 0.36

3階 まちづくりｾﾝﾀｰ

24時間換気風量(弱運転)：21m3/h

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気

低騒音型有圧換気扇　30cm×840m3/h×25Pa 1 1 100
FV

1

換気扇

※既設開口枠、ウェザーカバー再利用

0.06

FV
換気扇

※既設開口枠、ウェザーカバー再利用
2

低騒音型有圧換気扇　40cm×2240m3/h×20Pa 1 100 0.14 1階 公用車駐車場×5

FV
換気扇 0.061 100

付属品：吊金具
3

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具
4

0.041天井埋込型　150φ×250m3/h×45Pa 1階 多目的WC×1

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具
5

0.083 1階 宿直室×1

2階 湯沸室×1

3階 湯沸室×1

給湯器連動

FV

6

換気扇 1 1 100天井埋込型　150φ×470m3/h×100Pa 0.08 2階 書庫・倉庫×1

付属品：吊金具

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具

1

7

天井埋込型　100φ×120m3/h×35Pa 0.02 2階 倉庫×1

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具
8

天井埋込型　150φ×380m3/h×80Pa 0.06 2階 男子WC×1

3階 男子WC×1

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具
9

天井埋込型　150φ×200m3/h×30Pa 0.03 2階 多目的WC×1

3階 多目的WC×1

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具
10

天井埋込型　200φ×460m3/h×40Pa 0.08 2階 女子WC×1

3階 女子WC×1

2

2

3

3階 倉庫・書庫×1

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具

11

12

天井埋込型　150φ×230m3/h×30Pa 1 0.03 3階 男子更衣室×1

0.02

FV
換気扇 1 100 0.02

13

1

3階 女子更衣室×1

5

天井埋込型　150φ×300m3/h×60Pa 1階 保管庫×1

1階 保管庫×1

　 (旧機械室)

※既設開口枠、ウェザーカバー再利用

24時間換気風量(弱運転)：9m3/h

3階 談話室×1

1

(24H換気)

FV
換気扇

(24H換気)
14

1 1001 0.02天井埋込型　100φ×60m3/h×15Pa

付属品：吊金具

24時間換気風量(弱運転)：10m3/h

1階 宿直室×1

壁付　20cm×120m3/h×5Pa

天井埋込型　150φ×440m3/h×120Pa　金属グリル

天井埋込型　100φ×80m3/h×40Pa

FV
換気扇 1 100

付属品：吊金具

3階 備品庫×1

2

1 3階 印刷室×1

15

天井埋込型　150φ×150m3/h×25Pa 0.03

6

11

2

8

黒埼出張所改修空気調和設備工事

天井埋込カセット型　200φ×390m3/h×45Pa全熱交換ユニット

全熱交換ユニット 天井カセット型　150φ×150m3/h×20Pa 0.12

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット 天井カセット型　150φ×120m3/h×15Pa 0.12

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ、化粧パネル

付属品：防振吊金具、コントロールスイッチ、化粧パネル
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